
【　乳腺外来のご案内　】
ビンクリボン運動

現在、乳癌は日本人女性14人に1人が一生のうちに
かかるとされ、35～64歳では女性の癌の死亡原因と
しては第１位となっております。

当院では4月より、毎週、水曜日の午後に一般外来
とは別枠で、乳腺外来を行っております。
受診される方に充分な診療時間を確保するため、
予約制とさせていただいております。

ピンクリボン運動は、アメリカの乳がんで亡くなられた患者

さんの家族が“このような悲劇が繰り返されないように”

との願いを込めて作ったリボンからスタートした

乳がんの啓発運動です。

【　乳腺外来での診察　】

問診・視診・触診・超音波検査・マンモグラフィ・ＣＴ等の検査を必要に応じて行い、
乳癌の早期発見と正確な判断を心掛けています。

【　マンモグラフィ　】

マンモグラフィは乳房専用のレントゲン装置で、乳房の中を見やすくするために、乳房をはさんで
撮影する特殊な装置です。
マンモグラフィの特徴として、微細石灰化などの触診ではわからないような小さな乳癌や
腫瘤をつくらない乳癌などを鮮明に写し出せることがあげられます。
手で触れることの出来ない「早期の乳がん」を発見できる、
もっとも効果的な検査です。
マンモグラフィは、石灰化の描出能が優れているため、
極めて初期である非浸潤がんを見つけられることもありますが、
若年層の乳腺は非常に発達しているため全体に白く写ることが多く、
"しこり"に関しては描出されないことがあります。

【　乳腺エコー　】

超音波は、"しこり"の描出が得意です。
マンモグラフィは、石灰化の描出能が優れているため、
極めて初期である非浸潤がんを見つけられることもありますが、
若年層の乳腺は非常に発達しているため全体的に白く写ること
が多く、"しこり"に関しては描出されないことがあります。
触診では決して発見できないような数mmの大きさのしこりも
写しだせるので、しこりがある場合には超音波検査が非常に
有効となります。
また、若年層の白く写る乳腺の中でもしこりは黒く写るため、
若年層の乳腺も得意です。


